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昭
和
五
十
年
三
月
二
十
七
日
提
出 

質

問

第

一

三

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
建
設
に
係
る
基
本
計
画
及
び
工
事
実
施
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

竹 
 

内 
 

 

猛 

 

一 

 



 

新
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
成
田
空
港
」
と
い
う
）
は
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
）
に
よ
り
、

公
団
法
第
二
条
に
示
さ
れ
る
要
件
を
備
え
る
公
共
用
飛
行
場
と
し
て
、
公
団
法
第
二
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大

臣
の
指
示
し
た
基
本
計
画
に
従
い
、
航
空
法
第
五
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

工
事
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
千
葉
県
成
田
市
に
種
々
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
建
設
中
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
成
田
空
港
設
置
に
係
る
法
体
系
と
運
輸
省
や
公
団
の
現
実
の
営
為
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
る
の
で
、
基
本
計
画
及
び
工
事
実
施
計
画
に
関
す
る
諸
点
に
つ
き
以
下
政
府
の
見
解
を
質
し
た
い
。 

一 

運
輸
大
臣
は
昭
和
四
一
年
一
二
月
一
二
日
空
飛
監
第
二
一
四
号
の
三
と
し
て
公
団
法
第
二
一
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
基
本
計
画
を
公
団
に
指
示
し
た
が
、 

 
(1) 

同
二
一
条
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
が
現 

新
東
京
国
際
空
港
建
設
に
係
る
基
本
計
画
及
び
工
事
実
施
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

(4) 

成
田
空
港
の
状
況
が
基
本
計
画
と
部
分
的
に
し
ろ
現
実
的
に
異
な
つ
て
く
る
場
合
、
右
の
大
蔵
大
臣
と
の

協
議
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
場
合
の
運
輸
大
臣
及
び
大
蔵
大
臣
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
（
内
容
、

分
担
）
は
何
か
。 

(3) 

運
輸
大
臣
に
よ
る
基
本
計
画
の
指
示
又
は
同
変
更
の
指
示
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
大
蔵
大
臣
と
協
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
公
団
法
第
三
九
条
第
一
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
規
定
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
が

大
蔵
大
臣
と
協
議
し
た
す
べ
て
の
日
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

公
団
法
第
三
七
条
は
公
団
の
営
為
に
係
る
情
報
を
入
手
で
き
る
権
限
を
運
輸
大
臣
に
与
え
て
い
る
。
建
設

中
と
さ
れ
る
成
田
空
港
に
つ
き
、
基
本
計
画
を
逸
脱
し
て
い
る
点
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

そ
の
原
因
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。 

在
ま
で
に
な
し
た
基
本
計
画
の
変
更
指
示
に
つ
き
す
べ
て
の
変
更
指
示
の
日
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

二 
昭
和
四
一
年
一
二
月
一
二
日
空
飛
監
第
二
一
四
号
の
三
と
し
て
指
示
さ
れ
た
基
本
計
画
で
は
「
運
用
時
間
は

二
四
時
間
と
す
る
」
と
な
つ
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
四
六
年
一
月
二
九
日
、
空
新
第
六
号
と
し
て
、
運
輸
大
臣

よ
り
千
葉
県
知
事
友
納
武
人
氏
に
回
答
さ
れ
た
運
行
時
間
で
は
「
二
三
時
か
ら
六
時
ま
で
の
間
は
航
空
機
の
運

航
ダ
イ
ヤ
を
認
め
な
い
こ
と
と
す
る
が
、
航
空
機
の
運
航
に
当
た
つ
て
遅
延
等
を
生
じ
た
場
合
は
、
例
外
と
し

て
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
二
二
時
以
降
の
運
航
便
数
に
つ
い
て
も
、
東
京
国
際
空
港
の
現
行
進
行
便

数
を
上
回
ら
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
前
記
基
本
計
画
を
変
質
せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。 

(2) 

右
回
答
が
運
輸
大
臣
に
よ
る
基
本
計
画
の
変
更
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
右
回
答
と
前
記
基
本
計
画
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

右
回
答
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
大
蔵
大
臣
と
協
議
し
た
か
。 

そ
の
日
時
と
協
議
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

(6) 

成
田
空
港
が
現
実
の
問
題
と
し
て
深
夜
便
を
禁
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
の
な
ら
ば
、
基
本
計
画
自
体

に
内
部
矛
盾
が
あ
つ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(5) 

例
え
ば
、
中
国
発
成
田
空
港
経
由
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
行
き
の
夜
行
便
（
中
国
大
陸
を
二
〇
～
二
二
時
発
と

し
て
）
は
成
田
空
港
で
は
、
深
夜
便
（
二
三
時
か
ら
六
時
の
間
の
便
）
と
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
逆
に
ア
メ

リ
カ
大
陸
か
ら
成
田
空
港
経
由
で
中
国
大
陸
行
き
の
早
朝
着
の
便
は
同
じ
く
成
田
空
港
で
は
、
深
夜
便
と
な

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
ま
た
右
深
夜
便
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
中
国
に
対
し
て
、
い
た
く
サ
ー
ビ
ス

の
悪
い
国
際
空
港
に
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(4) 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
、
成
田
空
港
の
も
つ
地
理
的
条
件
を
考
慮
す
る
と
き
、
世
界
第
一
級
の
国
際
空
港

と
し
て
は
運
用
時
間
は
二
四
時
間
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
ん
。 

(3) 
前
記
基
本
計
画
で
、
な
ぜ
運
用
時
問
を
二
四
時
間
と
し
た
の
か
。
ま
た
千
葉
県
知
事
へ
の
前
記
回
答
で 

は
、
な
ぜ
運
行
時
間
を
制
限
し
た
の
か
。 

六 

 



 

三 

昭
和
四
一
年
一
二
月
一
二
日
空
飛
監
第
二
一
四
号
の
三
と
し
て
指
示
さ
れ
た
基
本
計
画
で
は
、
工
事
の
完 

成
の
予
定
期
日
と
し
て
「

(1)
滑
走
路
Ａ
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
六
年
三
月
三
一

日
。

(2)
上
記
以
外
の
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
九
年
三
月
三
一
日
」
と
し
て
い
る
。 

(3) 

右
に
お
い
て
「
滑
走
路
Ａ
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
諸
施
設
」
と
あ
る
が
「
対
応
す
る
諸
施
設
」
と
は
何
を
指
す

の
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

右
に
お
い
て
用
地
の
取
得
に
要
す
る
日
数
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
期
日
を
予
定
し
た
か
。
ま
た
そ
の
算
定
根

拠
は
何
か
。 

(1) 

右
工
事
完
成
の
予
定
期
日
を
実
現
可
能
で
あ
る
と
し
て
算
定
し
た
根
拠
は
何
か
。 

(7) 
基
本
計
画
で
指
示
さ
れ
た
空
港
敷
地
の
面
積
で
同
じ
く
三
本
の
滑
走
路
を
二
四
時
間
航
空
機
の
離
着
陸
に

機
能
せ
し
め
る
に
は
、
例
え
ば
、
航
空
機
騒
音
に
よ
り
環
境
破
壊
か
ら
い
つ
て
空
港
敷
地
の
面
積
が
狭
過
ぎ

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

七 

 



 

四 

昭
和
四
一
年
一
二
月
一
二
日
基
本
計
画
の
指
示
を
受
け
た
公
団
は
翌
一
三
日
に
、
航
空
法
第
五
五
条
の
三
第

一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
空
公
計
一
第
二
号
と
し
て
、
運
輸
大
臣
に
対
し
「
新
東
京
国
際
空
港
に
係
る
工
事

実
施
計
画
の
認
可
申
請
」
を
行
つ
た
。 

(4) 

わ
ず
か
一
、
〇
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
面
積
に
指
示
さ
れ
た
滑
走
路
を
三
本
も
作
り
、
か
つ
運
用
時
間 

(3) 

右
の
申
請
に
係
る
工
事
実
施
計
画
の
作
成
に
公
団
が
要
し
た
日
数
は
ど
れ
ほ
ど
か
。 

(2) 

公
団
が
、
公
団
法
第
三
章
で
規
定
さ
れ
る
業
務
を
正
式
に
開
始
し
た
日
時
は
い
つ
か
。 

(1) 

公
団
は
基
本
計
画
の
指
示
を
受
け
た
翌
日
に
工
事
実
施
計
画
の
認
可
の
申
請
を
行
つ
て
い
る
が
、
基
本
計

画
に
つ
き
十
分
な
検
討
を
し
た
の
か
。
基
本
計
画
が
実
現
可
能
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。 

(4) 
基
本
計
画
で
は
、
公
団
法
第
二
〇
条
第
一
項
第
三
号
に
あ
る
機
能
施
設
に
つ
い
て
は
、
言
及
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
機
能
施
設
に
つ
い
て
の
工
事
の
完
成
期
限
は
別
途
指
示
し
た
の
か
。
い

か
な
る
形
に
よ
り
指
示
し
た
か
。
ま
た
そ
の
内
容
及
び
算
定
根
拠
は
何
か
。 

八 

 



 

五 

昭
和
四
一
年
一
二
月
一
二
日
に
空
公
計
一
第
二
号
と
し
て
な
さ
れ
た
「
新
東
京
国
際
空
港
に
係
る
工
事
実
施

計
画
の
認
可
申
請
」
は
航
空
法
第
五
五
条
の
三
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
条
項
を
う

け
た
同
法
施
行
規
則
で
は
、
新
空
港
（
第
七
六
条
の
三
）
航
空
保
安
無
線
施
設
（
第
九
八
条
の
二
）
及
び
航
空
灯
火

（
第
一
一
五
条
の
二
）
と
を
区
別
し
て
い
る
。 

(2) 

右
航
空
保
安
無
線
施
設
及
び
航
空
灯
火
に
係
る
工
事
実
施
計
画
の
認
可
の
申
請
及
び
航
空
法
第
五
五
条
の

三
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
認
可
に
よ
る
申
請
並
び
に
こ
れ
ら
認
可
の
日
時
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

(1) 

新
空
港
に
係
る
航
空
保
安
無
線
施
設
及
び
航
空
灯
火
の
種
類
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(5) 

基
本
計
画
で
指
定
さ
れ
た
工
事
完
成
の
予
定
期
限
で
現
実
の
工
事
が
終
了
し
う
る
と
判
断
し
た
根
拠
は
何

か
。 

を
二
四
時
間
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
公
団
は
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
し
た
の
か
。 

九 

 



 

六 

新
空
港
、
航
空
保
安
無
線
施
設
及
び
航
空
灯
火
に
つ
き
、
航
空
法
第
五
五
条
の
三
第
一
項
で
規
定
さ
れ
る
工

事
実
施
計
画
の
認
可
申
請
及
び
同
変
更
認
可
の
申
請
に
は
、
工
事
の
完
成
予
定
期
限
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が 

(4) 

航
空
法
第
四
二
条
第
一
項
は
完
成
検
査
に
つ
き
「
工
事
が
完
成
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
運
輸
大
臣
の
検
査 

(3) 

右
工
事
完
成
予
定
期
限
よ
り
現
在
に
至
る
も
遅
延
し
て
い
る
施
設
は
何
か
。
そ
の
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。

現
在
の
完
成
予
定
期
限
の
日
時
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
か
。 

(2) 

右
工
事
完
成
期
限
よ
り
遅
延
し
て
完
成
し
た
施
設
は
何
か
。 

(1) 

右
工
事
完
成
の
予
定
期
限
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
と
さ
れ
て
い
た
か
。 

(3) 
右
に
お
い
て
航
空
灯
火
の
設
置
さ
れ
る
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
か
。 

そ
の
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。 

右
用
地
の
申
請
時
に
お
け
る
所
有
者
名
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
に
工
事
が
完
成
し
た
も
の
で
、
完
成
検
査
を
受

け
て
い
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
。
ま
た
そ
の
理
由
は
何
か
。
い
つ
ま
で
に
検
査
を
受
け
さ
せ
る

の
か
。 

(5) 

航
空
法
第
四
二
条
第
三
項
は
完
成
検
査
に
合
格
し
た
時
は
「
遅
滞
な
く
供
用
開
始
の
期
日
を
定
め
る
」
と
し

て
い
る
が
、
完
成
検
査
に
合
格
し
た
成
田
空
港
の
施
設
で
、
い
ま
だ
に
供
用
開
始
の
期
日
を
定
め
て
い
な
い

も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
何
か
。
ま
た
そ
の
理
由
は
何
か
。
い
つ
ま
で
に
供
用
開
始
の
期
日
を
定
め
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


